
資料１



❶まちなか未来図アクションプログラム（仮称）の策定

❷まちなかの公有地利活用についての具体的な検討

❸まちなか魅力向上委員会と連携した取組

❹賑わいのまちづくり地域交流活性化支援業務

❺玉名市都市・地域総合交通戦略推進事業

本年度の取組
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スケジュール

❶まちなか未来図アクションプログラム（仮称）の策定
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（これまでの取り組み）

①庁内ヒアリングの実施（２回）

　まちなかの活性化に寄与する事業を、既存の事務事業をベースに抽出。

　公民連携合同会議にて、玉名市まちなかプラットフォームより提出された事業案とともに

　内容を精査し、今後まちづくりを牽引していく

　　「先導的に取り組んでいく事業群（リーディングプロジェクト）」

　として取りまとめた。（後ほど詳しく説明）

②市民アンケートの実施（9/1～9/17）

　現在見直しを行っている「玉名市総合計画」で実施する市民意識調査に

　合わせて、その内容を補完する形でアンケート調査を一緒に実施。

　○回答数：　847人　/ 3,000人（28％）

   　　 ❶まちなか未来図アクションプログラム（仮称）の策定
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(これまでの取り組み)

③公民連携連続講演会の実施（２回）

　市職員と玉名市まちなかプラットフォーム委員を対象に講演会を実施。
　公民連携によるまちづくりの先進事例やKGI/KPIについての共通認識を
　深めた。

④公民連携合同会議の実施（４回 + α）

　まちなか未来図に描いたまちなかの将来像の実現に向け、どのような
　取組が必要であるか、自分たちにできることは何か、などについて
　官と民で一緒に話し合った。

　・第1回（連続講演会+合同会議）　 9/22開催　参加者：57名（職員 43名、民間・傍聴人等 14名）

　・第2回（連続講演会+合同会議）　10/17開催　参加者：56名（職員 37名、民間・傍聴人等 19名）

　・第3回（合同会議）　　　　　　 11/28開催　参加者：47名（職員 42名、民間・傍聴人等  5名）

  ・第4回（合同会議）　　　　　　 12/19開催　参加者：54名（職員 45名、民間・傍聴人等  9名）

   　　 ❶まちなか未来図アクションプログラム（仮称）の策定
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これらの過程を経て作成した

～玉名市まちなかグランドデザイン～

まちなか未来図アクションプログラム（仮称）【素案】

　⇒この後、議題（２）【資料２】にて

　　詳細を説明します。

   　　 ❶まちなか未来図アクションプログラム（仮称）の策定
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〇中央病院跡地（担当課：管財課）

　・安全対策工事（バリケード、フェンスの設置）が12月末に完了。

　・現在、防塵対策工事を実施。

　・跡地活用のＰＲ看板設置　▷ 大きさ　：Ｂ１サイズ（横720×縦1300）

〇サウンディング型市場調査の実施

　1月末に開催される熊本市主催の公民連携プラットフォームに

　 ・中央病院跡地（担当課：管財課）

　 ・旧庁舎跡地　（担当課：企画経営課）

　 ・商業施設跡地（担当課：商工政策課）

　が参加。

❷まちなかの公有地利活用についての具体的な検討
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サウンディング型市場調査とは…

地方公共団体が所有する土地や施設の活用方法について、民間の事業者から広くアイディアや意見を聞くため
に行うもの。市場性の把握、民間事業者の参入意欲の把握、公募条件の事前整理などを行うことができる。



（今後）

○第２回公民連携視察研修（1/20～21）

　・福岡県福津市（上西郷川日本一の郷川を目指す会）、北九州市（合同会社ポルト）、宗像市（日の里団地）、

　　山口県下関市（下関市役所、(株)ＡＲＣＨ） 7

❸まちなか魅力向上委員会と連携した取組

 ●まちなか魅力向上委員会による本年度のこれまでの取組　   　計25回

　〇全体会議　　　　　　　５回

　〇コアメンバー会議等　１３回

　〇公民連続講演会　　　　２回

　○公民連携合同会議　　　４回

　○地域活動との連携　　　２回

　　・繁根木まつり～神社 de night～とのコラボ(8/3)

　　・第４回エキマチクリスマスとのコラボ（12/20）

　○第１回公民連携視察研修（11/25）

　　・長崎県東彼杵郡東彼杵町　一社）東彼杵ひとこともの公社

　　・長崎県東彼杵郡波佐見町　西の原（旧福幸製陶所）



❹賑わいのまちづくり地域交流活性化支援業務について

　（くまもと未来づくりスタートアップ補助金）

 　・・・報告（1）【資料４】

❺玉名市都市・地域総合交通戦略推進事業について　　　　　　　

 　・・・報告（2）【資料５】

　　　　　 にて詳しくご説明します。

8

❹～❺について


